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ステランティス、ARCHER（アーチャー）と電動垂直離着陸機

（eVTOL）を生産、戦略的資金を提供 

 

⚫ ステランティスとアーチャーが協力し、電動垂直離着陸機（eVTOL）「Midnight」

を生産 

⚫ 高度な生産技術と専門知識、経験豊富な人材、資金を提供し、電動垂直離着陸機の生産

に貢献 

⚫ 独占契約メーカーとして、アーチャーと eVTOL の大量生産を目標 

 

ステランティス N.V.（NYSE / MTA / Euronext Paris: STLA）およびアーチャー・アビエ

ーション Inc.（NYSE: ACHR）は、アーチャーの電動垂直離着陸（eVTOL）の主力機、

「Midnight」を協業して生産するため、パートナーシップを大幅に強化することを発表しま

した。 

 

ステランティスは、アーチャーと協力してジョージア州コビントンの生産施設を立ち上げま

す。アーチャーは、2024 年に「Midnight」の生産を開始することを先日発表しました。

「Midnight」は安全、持続可能、静かで、1,000 ポンド（約 453kg）以上の最大積載量を可

能とし、4 人の乗客と 1 名のパイロットを運ぶことができるよう設計されています。航続距

離は 100 マイル（約 160km）で、約 10 分間の充電時間で約 32km の短距離飛行が繰り返

し可能です。 

 

アーバンエア・モビリティ業界におけるこのユニークなパートナーシップでは、各社のそれ

ぞれの強みと能力を活用して、「Midnight」を市場に導入します。今回のパートナーシップ

でアーチャーは、eVTOL、電動パワートレイン、認証の専門家から構成される一流のチーム

を提供する一方で、ステランティスは高度な生産技術と専門知識、経験豊富な人材、資金を

提供します。両社は、アーチャーのビジネスプランに合わせて eVTOL の生産を拡大するこ

とを目的としています。さらに、アーチャーは生産に関し数億ドルの支出を回避することが

できることとなり、商業化への道筋を一層強化することができます。ステランティスの目標

は、独占契約メーカーとしてアーチャーの eVTOL を大量生産することです。 

 

https://www.stellantis.com/en
https://www.archer.com/
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この取り組みの一環としてステランティスは、アーチャーが 2023 年の目標達成を条件として、2023

年および 2024 年に、アーチャーへ最大 1 億 5,000 万ドルの資金提供を行います。また、将来的に

ステランティスは、株式市場でアーチャー株を取得することにより、アーチャーに対する戦略的出資

比率を引き上げる予定です。これにより、さまざまな側面でパートナーシップが強化されるだけでな

く、投資家としてアーチャーの長期的な経営基盤をともに形成することが可能になります。 

 

「過去 2 年間、私たちはアーチャーと密接に協力してきましたが、彼らの豊かな発想力と仕事への

断固たる取り組みには、常に感銘を受けてきました」と、ステランティス最高経営責任者（CEO）の

カルロス・タバレスは述べています。 

「戦略的投資家としてアーチャーとのパートナーシップを深め、出資比率を引き上げる計画を立て

ていることは、ステランティスが道路から空まで、持続可能なモビリティの自由を提供する限界を押

し広げていることを示しています。生産に関する専門知識でアーチャーをサポートすることは、ステ

ランティスが世界的な変革を先導する、もう 1 つの実例です。」 

 

「ステランティスは、アーチャーの「Midnight」商業化に向けた歩みを継続的に確認しており、今回

そのための重要なリソースを投入することで、私たちは先駆者として市場における力強いポジショ

ニングを確保できるようになります」と、アーチャー創設者兼 CEO のアダム・ゴールドシュタイン

は述べています。「私たちは、都市交通を一変させる類まれなチャンスを実現するために、今後も重

要なステップをともに歩んでいきます。」 

 

ステランティスは、2020 年から様々な協力関係を通じてアーチャーの戦略的パートナーとなってお

り、2021 年からは投資家としてアーチャー株を保有しています。この間アーチャーは、eVTOL の

設計、開発、商業化に向けた取り組みの中で、ステランティスの生産、サプライチェーン、設計に関

する豊富な専門知識を活用してきました。 

 

 

ステランティスについて 

ステランティス N.V.（NYSE / MTA / ユーロネクスト パリ：STLA）は、世界有数の自動車メーカー/モ

ビリティプロバイダーです。ステランティス傘下のブランドには、アバルト、アルファロメオ、クライス

ラー、シトロエン、ダッジ、DS オートモビルズ、フィアット、Jeep®、ランチア、マセラティ、オペル、

プジョー、ラム、ボクスホール、Free2move、Leasys が含まれ、先見の明のある創設者の情熱を受け継

ぎ、革新的な製品とサービスを提供しています。ステランティスは、「Powered by our diversity, we lead 

the way the world moves」（私たちの多様性を原動力とし、世界的な変革の動きを先導する）というス

ローガンを掲げ、すべてのステークホルダーと事業を展開する地域のコミュニティに付加価値を生み出し

ています。そして、最大ではなく最高で持続可能なモビリティテクノロジー企業になることを目指してい

ます。詳細につきましては、www.stellantis.com をご覧ください。 

 

アーチャーについて 

アーチャーは、アーバンエア・モビリティ・ネットワークで使用する電動垂直離着陸機の設計と開発を行

っています。アーチャーの使命は、空を解き放ち、すべての人々が移動方法や時間の使い方を再構築でき

https://media.stellantisnorthamerica.com/newsrelease.do?id=22448&mid=&searchresult
https://media.stellantisnorthamerica.com/newsrelease.do?id=22448&mid=&searchresult
http://www.stellantis.com/
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るようにすることです。アーチャーは、米国カリフォルニア州サンタクララを拠点としています。詳細に

つきましては、公式サイトにてご確認ください。 

URL: https://www.archer.com/ 

 

2023 年 1 月 4 日 

アムステルダム/カリフォルニア州サンタクララ発 

 

上記は、本国発表のリリースを意訳したものです。 

お問い合わせ（報道関係者） 

Stellantis Media Contacts 

Fernão SILVEIRA +31 6 43 25 43 41 – fernao.silveira@stellantis.com  

Shawn MORGAN +1 248 760 2621 – shawn.morgan@stellantis.com  
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